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こ の 稿 に お い て は,PhilipCareyの人 生 遍 歴 の うち,少 年 時 代 か ら ロ ン
ドンに お け る 経 理 士 見 習 に 至 る 間(小 説 で は1章 ～38章)の 歩 み を た ど り,
モ ー ム 自身 の 人 生 体 験 と照 合 しつ つ,Philipが どん な 人 間 形 成 を して 行 く
か を 跡 づ け る の が 目的 で あ る。
(1)キ ン グ ズ ・ス ク ー ル の 生 活
前章 皿でふれた ように,OfHumanBonaageの最初 の21章 は,モ ームの
少年時代をほ とん ど 真実 のまま 書 いた もので,ヘ ミング ウエイの 文体 の如
く,極 度 に無駄を省いた文章で綴 られてい る。
主人公Philipは早 く両親 と死別 した ことと 片足 の蝦足(club-foot)のた
め,常 に劣等感に さい なまれ,内 向型 の性格に おちい って行 く。 ひき とられ
た牧 師の伯 父の住む牧師館の厳 格な冷た い空気 の中で,子 供 らしい行動は禁
止 され,積 木 のたおれ る音に も苦 言をい う伯 父 との生活で,生 来 内気 な少年
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は,ま す ます 自分 の殻に とじこもることにな る。
現実 のモ 一ー・一ムは パ リの英 国大 使 館 付 顧 問弁護士 ロバ ー ト・モ ームの6人 の
男子 の末子で,8歳 の時母を失い,10歳 の時父を失って,英 国のケン ト州の
Whitstable(小説ではBlackstable)に住む伯父にひ きとられ ている。13歳
の時,そ こか ら近いCanterbury(小説で はTercanbury)のキングズ ・ス
クールに 入学 し,吃 音 のせい もあ って,寮 生や先生か ら ひ ど くい じめ られ
た。 この時代の少年 の眼に よる観察が語 られ て行 く。無邪気 な少年が他人 の
興味 の中心にな りたが る 虚栄 心の持主であ るこ と(2章),人 間 の残虐性 を
大人 よりも露骨 にあ らわす こと(11,12章),作 りあげた うそを意識 しなが
ら,真 実 の よ う・に演 じる芝居本能のあ ること(13章)な どであ る。 モ ームの
小説に出て くる牧師嫌 いは,敏 感な少年 時代 を伯父 の牧師館 とCanterbury
とい う宗教色 の濃 い生活環境で過 した ことに原因す る と考え られ る。伯父 の
牧 師は,自 分 の安楽 しか考えていないエゴイス トで,妻 に対 しては奉仕を要
求す るだ けで あ り,甥 のPhilipを厄介な重荷 と思 うだけで ある。 この小説
の終 りに,ThorpeAthelnyとい う貧乏 ジ ャーナ リス トが 出て くるが,こ の
とことんまで善意に満ちあふれ た男 とそ の一家 の人 間的温か さは,聖 職者 で
あ りなが ら,愛 情 の一か け らもない非人間的冷酷 さと,ま ことに対照的であ
る。 青年Philipは,Athelny一家に 囲まれ て,生 れ ては じめ て家庭 の幸福
を知 り,この心温 まる両親 と弟妹 の愛情の うちに育 ったSallyとい う娘 と結
婚す る ことにな る。 また信仰 の支 えが どんなに もろ くくずれ 易いかは 飾 伽
とい う彼 の各篇で実 証 されている。
OfHMmanBondageはモーム作品の頂点 とされ てい るが,モ ーム自身 の
内面的 追究 もこの作品 の時代が頂点であった と 言 え よ う。 それか ら20年後
に出版 され るTheSummingUPの外 に,自 己直視の作品はあ らわれ ていな
い。 ひたす ら自我の カタルシスのた めに書かれた作 品 こそが,か えって他の
人 間を高 め,浄 め る文学 である とい うのは,ま こ とに皮 肉な文学 の一面であ
る。OfHumαnBonaageもまた,そ うした作 品の一つであ る。 モームは,
OfHumanBondαge試論(脇 田) (61)
何 よりもまず 自分 の解脱 のために,す なわち古いモ ームか ら新 らしいモ ーム
に発展す るために,ど うして もこの作 品を書か なければな らなか った。そ の
意味で,ほ とん ど現実に近 い少年 時代 の描写に,作 家 モームを知 る上 の鍵が
潜在 してい ると見 て よいのでは なか ろ うか。
モ ームは,自 分はstory-teller以外の何物で もない と言い切 り,面 白い話
を聞 きたが るのは,財 産 を持 ちたが るの と同様,人 間の根深 い本能 なのだか
ら,そ の嗜好を満足 させ るべ く,大 いに サー ビス精神 を発揮 して,劇,小 説
(特に100篇以上 の短 篇)を 書いているので あるが,OfHumanBonaageの
場合 は,意 外性 とか サスペ ンスは感 じられず,ひ たす ら誠実 な 自己反省 の記
録あ るのみであ る。特 に女性遍歴 の くだ りにな る とこれ で もか これで もか と
む しろ 自虐的 とす ら感 じられ るほ ど 自分 に答 をあつづけ る。 まさに,こ れ
は,WilhelmMeisterやDieLeiaenaesjungenWeγtherSがそ うであ る よう
に,カ タル シスのために書 かれた と しか思われいな。
13章では,キ ングズ ・ス クールに 入校 してか ら2年 が経過 し,Philipは
12歳近 くな ってい る。 そ して 自意識の誕生が描かれて行 く。 生れ たての赤
ん坊は,自 分 と周囲 との 区別がつか ない。 はっき り 肉体を意識す るのは,
きわめて 徐 々にであ り,そ してそれ は 苦痛を通 じてのみ,わ か って くる。
Philipは自分の蝦足 が惹 き起 した 嘲笑に よって,無 心の子供か ら 苦渋 にみ
ちた 自己意識へ と成長 して行 く。
キ ングズ ・スクールの読 書の時間に,キ リス トの 「汝 も し信仰 あ りて疑わ
ず ば,た だ この無花果の樹にあ りし如 き ことを,為 しうるのみな らず,こ の
山に 『移 りて海に入れ』 と,い うとも,ま た成 るべ し。 かつ祈 りの時,何 に
て も信 じて求めば,こ とごと くうべ し。」 とい う言葉 に出会 う。 そ して ク リ
スマスに伯父 の所に帰 ったPhilipは,機会を と らえて,こ の聖書 の言葉の
真偽 を伯父に質問す る。伯 父は要す るに信仰 の問題 だ と答 える。そ の夜彼は
「ああ,神 様,あ なたの御恵 を もって,御 心であ ります な らば,ど うか,私
が学校へ帰 ります までに,こ の足 をおなお し下 さい。」 と切 々た る祈 りを捧
げ る。神に祈 りが容れ られ て,学 校 中の誰 よりも早 く駈 けた り,フ ッ トボー
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ルをや ってい る自分を想像 した りす る。翌朝,ま ず本能的に考 えた ことは,
そ っ と手を伸ば して足首 に触 ってみ ることだったが,そ れす ら神 の善意を疑
うこ との よ う思 い,右 足 の指でそ っ と左足に触 ってみた。 しか し彼の蝦足 は
前 のままであ る。伯父に再び 同 じ聖句について質問 を繰返 し,自 分の信仰不
足を悟 るのであ る。 そ して今度 は,期 限を イースタ ーまで ときめ て祈 りを再
開す る。 しか し祈 りはききいれ られない。彼は苦 しむ ことをやめ て,自 分 を
欺 した伯父へは憤激 を感 じ,山 を移す とい う聖 句は字面 の意味 とは別だ とい
う,伯 父 のいつ もの伝 の一 つだ と思 うよ うに なる。TheSummingUP65章
で,生 来 の吃音の治癒 を神 に祈 った エ ピソー ドが,小 説 と全 く同様に語 られ
ている。宗教への最初 の疑問が生れ るのであ るが,こ の間 の小説 の描写 は,
まことに臨場感にあふれ,読 者 に迫 って くる。
R.L.Calderは,Philipの身体傷害が,少 年 期の早 い頃に,自 意識をいだ
かせ る結果にな り,平 常のル ール も 規準 も 自分 に当てはま らぬ と 思われ る
ことか ら,自 分の力で思索 し,自 分 自身の行為につ いての考 えを形成 して行
かねばな らな くなった し,そ の結果 自分 と他 の人間 との間には,あ る距離 の
あ ることを 感 じないで は い られない とい うことに な ったのだ と 説 明 してい
く　
る。
Philipの肉体 的障害の精神作用 に 及ぼす影響 は,と りもなお さず モ ーム
の持 ってい る 肉体 と精神 の 相関 々係を 例証す る もので,TheSummingUP
の中で も,人 間の感ず る悪感,熱,痺 痛,吐 気 な ど,特 に創作中の作家の作
品に影響 を与 える ものであ る し,FlaubertがEmmaBovaryの自殺を書 い
ていた時は,作 者 自身砒 事中毒 の徴候 に苦 しんでいた し,TheVagmntMood
において モ ームがArnoldBennettの吃音を論 じた時,こ の障害 があ った
れば こそ,彼 を内向的に し作家 として完成す るに至 った のだ とい う点 も指摘
してい るとCalderは付 言 している。
こ うい う考 え方 は,AWVite〆sNoteboohの中に も出て きて,自 分が吃音
(1)RobertLorrinCalder:W.∫omersetMaωghamandtheQuestfor.Freeaom,
Heinemann,London,1972,p.97.
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でなか った ら,あ るいは身長が4イ ンチか5イ ソチ高か った ら,私 の心 は全
く違 った ものに なっていたであ ろ うし,他 人 の私に対 す る反応 も変 り,従 っ
ぐ2)
て私 自身の性格 も変 っていたであ ろ うと語 ってい る。
Ithinkmanypeopleshrinkfrom七henotiontha七theaccidentsofthe
bodycanhaveaneffectontheconsti七utionofthesoul.Thereisnothing
ofwhichformyownpartIammoreassured.Mysoulwouldhavebeen
qui七edifferen七ifIhadnots七ammeredorifIhadbeenfourorfiveinches
七aller;Iamslightlyprognathous;inmychildhoodtheydidnotknowthat
thiscouldberemediedbyagoldbandwornwhilethejawisstillmalleable;
iftheyhad,mycountenancewouldhaveborneadifferentcast,thereac七ion
七〇wardsmeofmyfellowswouldhavebeendifferentandthereforemy
disposition,myattitude七〇them,wouldhavebeendifferenttoo.Bu七wha七
sortofthingisthissoul七hatcanbemodifiedbyadentalapparatus?We
allknowhowgreatlychangedourliveswouldhavebeenifwehadnot
bywhatseemsmerechancemetsuchandsuchapersonorifwehadnot
beena七aparticularmomentataparticularplace;andsoourcharacter,
andsooursou1,wouldhavebeenother七han七heyare.
あ る 日Luardとい う少年 と自習室で遊 んでいる時,Luardは黒檀製 のペ
ン軸 をいたず ら して,折 って しま う。Luardは,philipの頬に伝 わ る涙を
見て,買 って返すか らとあや まるのだが,そ の時,Philipは,そのペ ン軸
は ママが死ぬ直前に くれた もの なので と うっか りうそを言 って しま う。 その
瞬間か ら,彼 は無性に悲 しい気持 に襲われ る。実 はそのペ ン軸 は,こ の前 の
休暇 にBlackstableで1シリソグ2ペ ンスで 自分が 買い求めた ものであっ
た。そ の虚構 をなぜ言 って しまったのか 自分に もわか らない。牧師館で の敬
凄 な雰 囲気,加 うるに学校 の宗教的 な空気が,い つの まにか彼 の良心を敏感
に していた。嘘をつ く度 に,後 悔の気持に さいなまれ る。思 い切 ってLuard
に,さ っきの話は嘘なのだ と白状 しよ うと思 うが,そ れ は実行で きない。作
者 はそ の時 のPhilipの心境を 「屈辱 とい うことを,世 の中のなに よりも恐
(2)∠霊階 露6〆5ハX()彦ebooh,Heinemann,]London,1949,P.345.
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れ る彼ではあったが,そ れで も2,3日 間 とい うものは,神 の栄光 の前に 自
分を卑 しくす る,そ うした 苦痛で はあ るが,嬉 しい想像 に,す っか りいい
気持にな っていた。 ……ただ悔 いを,神 の前に告 白す る とい う快い方法 だけ
で,彼 は己れの良心を満足 させ ていたのだ った。 それに して もなぜあんなに
も真実に感動 した ものか,彼 に もわか らなか った。 とにか く,彼 の汚れ た顔
を流れ落 ちた涙は,真 実の涙 だ った。」 と述べ てい る。 それ は少年 の心の中
に,い や,人 間 の心 の奥底にひそむ不可思議 なあ るものを暗示 している とも
言え よ う。
キ ングズ ・ス クールのTomPerkins校長 は情熱的な男で,学 校に新風 を
ふ きこみ,Philipもは じめ は 傾倒 している。 この校長か ら 聖職につ くこと
をすすめ られ,そ のために はOxfordに進学 しては と言 われ るが,「 気が変
った のです」 とその意志 のない ことを告げ る。再 度,校 長 は感情に訴えて説
得 にかか る。 しか し 彼の心は翻 え ることが ない。 校長邸を 出て,闇 の中に
立 っている 教会 の影 を見 る。 強制的に狩 り出 され る 長 い退屈 な 礼拝を考 え
て,教 会そ の ものが憎 らしくな る。 同時にBlackstableの礼拝 を思 い出す。
Perkins校長 は,神 に仕え る生涯 の美 しさを語 ったが,Philipは彼 の故郷
の東 アソグ リアの片隅で,実 際牧師が どんな生活 を してい るか知 っていた。
あ んな単調な生涯 を送 らねば な らぬ と考えただけで もゾ ッと した。伯父に も
聖職につ く意志 のない ことと ドイ ツ行 の計画を話す 。 この時のPhilipは今
の学校生活の延長 で しか ないOxford大学には何 の興味 ももてず,と にか く
独 立 して,も っ と広 い 自由な世界へ飛翔 したいのみで あ った。失敗であ った
学校生活か らぬけ出 して,新 しく出なお した い,そ れがPhilipの気持であ
った。
(2)Heidelberg時代
Heidelber9にお け るPhilipの心 楽 しい 一 年 間 は,ほ と ん ど完 全 な 自叙 伝
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(3)
で あ るとRichardA.Cordel1も述べてい る。 モ ームに とって,そ れはせ き
を切 った奔 流のい きおいで,青 春 を謳歌 した,興 味津 々た る生長 の一年 間で
あ った。 そ こで,彼 はRhine河 の流域を見下 して,そ の美 に うたれ,芸 術
が魂 に与え得 る ものを,ひ しひ しと感 じたのであ る。Heidelbergから ドイ
ツ国内を経て,イ タ リアへは じめての旅行 を し,変 化 に富む旅 の喜 びも味わ
ってい る。 また生気澄刺 とした 市立劇場 では1899年代初期の革命的芝居 に
は じめてふれた のであ る。 または じめて知的 な血気盛 んな議論好 きな仲 間に
も接 してい る。そ して彼 らを通 じて,彼 の宗教,真 理,倫 理に対す る今 まで
の考えが,試 練 を うけ ることに なった。29章 に は,作 家 の人生哲学 に対す
る,長 い探究 のは じま りにつ いての感動的 な話 が書いてある。
KarlG.PfeifferもHeidelbergの生 活 は,モ ーム に と っ て 自己 実 現
(4)
(self-realization)の第 一 歩 で あ っ た と次 の 如 く説 明 して い る。
HeidelbergwasWillie'sfirststeptowardsself-realization.Atseventeen,
self-realizationdidnotincluderiotonsliving,Forseveralyearstheboy
remainedatimidbutdeterminedobserverof七heseamysideoflife.He
sawsexfromthesidelines,fascinatedandali七 七1ehorrified.And,ifthe
七ruthbetold,allhislifeManghamhasbeen七 〇〇fas七idiousintaste,too
sqeamishinstomachtoindulgeexcessively .intheviceswhichhistolerant
mindcondones.InHeidelberghelived七emperatelywithaGermanfamily
whomhisaunt,aGerman,knew.
伯母 のCarey夫人(牧 師 の 妻)の 知 人MissWilkinsonに紹 介 さ れ た
FrauProfessorErlinとい う高校教師 の家庭で,Philipの新 生活が は じま
る。未知 の人 々の 中での新 しい環境におず おず しつつ も,快 い興奮 をおぼえ
るのであった。 女主人Erlin,姉娘Thelka,妹のAnnaを 知 る。食事 に集
まって くるのは16人 で,中 には西 洋事情 を勉強 している中国人,神 学 を勉
(3)RichardA.Cordell:SomθγsetMau8ham,!1VV7iterforAllSeasons・In-
dianaUnirersityPress,1969,pp.92-93.
(4)KarlG.Pfeiffer:IV.SoniersetMαagha〃z,VictorGollancz,London,1959,
P・30・
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強 してい る米国人,Cambribge出の詩人な どがい る。 は じめて味わ う自由
と解放に歓 喜 している。 下宿 の若者 たち と小高 い丘に登 ってRhineの 流れ
を眺め,真 底か らの幸福 感を味わ う描写 は感動 的で あ る。
Theywalkedalong七hesideofahillamongthepine-trees,andtheir
pleasantodourcausedPhilipakeendelight.Thedaywaswarmandcloud-
less.Atlasttheycametoaneminencefromwhich七heysaw七hevalley
oftheRhinespreadoutbeforethemunderthesun.Itwasavaststretch
ofcountry,sparklingwi七hgoldenlight,withcitiesinthedistance;and
throughitmeanderedthesilverribbandoftheriver.Widespacesare
rareinthecornerofKen七whichPhilipknew,'theseaofferstheonlybroad
horizon,andtheimmensedistancehesawnowgavehimapeculiar,an
indescribal)lethrill.Hefeltsuddenlyela七ed.Thoughhedidnotknowi七,
i七was七hefirsttime七hathehadexperienced,quiteundilutedwithforeign
emotions,thesenseofbeau七y._"Byjove,Iamhappy,"hesaid七 〇him-
Self,UnCOnSCiOUSIy.(5)
モ ームはHeidelbergでは正式な大学生に な ったわけで な く,何 人かの教
師か ら個人教授 の形で ラテソ語,ド イ ツ語,フ ラソス語,数 学な どを学んだ
らしい。 それ よ りも同 じ下宿 の各地か らの留学生 との交際 を通 して得た もの
の方 が遙 かに大 きか っ噛た ようであ る。キ ングズ ・ス クール時代に培かわれた
文学,芸 術 への関心 も,こ の交際に よ り,い よい よ深 め られ,は っき り方向
をつか んだの も大 きな収穫 の一つであ ろ う。 ビク トリアニズ ムの型 にはまっ
た物の見方 を 脱 出 して,自 分の眼で物 を見,自 由な立場で 考 え ることを学
ヒ
び,形 式的 なキ リス ト教信仰 か ら解放 され て行 った のであ る。
小 説 のPhilipも ラ テ ン語,ド イ ツ語,フ ラ ン ス 語,数 学 の 個 人 教 授 を
うけ る が,フ ラ ン ス 語 の 家 庭 教 師 は,前 稿 皿 で ふ れ た 如 く,イ タ リア で
GuisepPeGaribaldiとと も に 自 由 の た め に 戦 っ たMonsieurDucrozとい う
(5)W.SomersseMaugham:OfHumanBonda8e・Heinemann,London・1966・
p.135.
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フランスの闘士 のなれの果 てで,個 人教授 の収入で生計を立 ててい る。 これ
は この小説のテ ーマである人生 の無意味 さを例 証す る最初 の人物設定 とな っ
てい る。 次にHaywardと い う26歳 の 自称詩人 があ らわれ る。Hayward
は秀才のほ まれ 高 くCambridgeに学んだが,卒 業 の頃は 友人 の期 待に反
し,凡 庸 の成績 しか とれず,Heidelbergに流れついた とい う青年 であ る。
詩を作 る し,文 学 への 観 賞眼をそ なえてい るが,弁 護士試験 に も落第,26
歳の今 日定職 もな くぶ らぶ らしてい る。 このHaywardと の交 際は,後 に
Philipがnンドンの 医学生 となってか らも続 い て行 く。Haywardとの交
流を通 して,Philipは文学 の眼を 開かれ て行 く。MeredithのTheOrdeal
ofRichardFeverα1,Ma4ameBovaay,Verlaine,Dante,MatthewArnold,
Fitzgerald訳のRubaiyatofOmarKhayyamを知 らされ る。 これはモ ーム
がBrownと 称 してい る実在 の人物 に照合で きる。Philipは彼の知的魅力 の
と りことな る。Haywardには,本 当に文学 のわか る とい う天分 があ り,し
か もその情熱をすば らしい雄弁 を もって表現で きる能力を持 ってい ると信 じ
こむ ようにな る。
Weeksは30歳になったばか りで,猫 背 のやせ た身体の男で,冷 た く,几
帳面 で まるで冷血漢その もので,情 熱 のかけ らもない神学 勉強 中のア メ リカ
人で あ る。
HaywardとWeeksの間では,は げ しい宗教的な議論 が戦わ され る。 彼
自身 も,そ れが刺 戟 とな って,自 分 も宗教の問題 に思索 を こらす のだが,結
局,彼 は軽 い空気 の中で もっと自由に呼吸で きる ようにな った。彼 の行為に
関 しては,彼 自身に対 して責任が あるだけだ。 自由一 と うと う彼 は,独 立,
自由の人間にな った。 もはや信 じない神に対 して,思 わず感謝 を捧げ てい る
ので あ った。
Haywardはク リスマス直前,イ タ リアに発 って行 った。 ローマ礼賛の手
紙 が,し ば しば到着 し,そ の中で ロココ風の美が記 され てあ る。 イタ リアへ
の誘 いを うけたPhllipは心乱 され,Heidelbergで時間を空費 している よ う
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な気持 にな り,今 行けばTuscanyの春を心ゆ くまで味え るのに と,矢 も楯
もた まらな くな るが,伯 父は約束 の月15ポ ン ド以上送 って こないので,如
何 とも しがたい。勉強にいそ しむ よ り外.に道 はない。恰度その頃,大 学で は
KunoFischerが人気 の絶頂 にあ って,冬 学期にはSchopenhauerに関す る
各講義 をや っていた。Philipの哲学への これ が 最初の洗礼で あ った。 その
形 而上学的研究に は 思 いがけない 魅力を感 じ,綱 渡 りの芸人 が 高い綱 の上
で,危 険な曲芸 を演 じている,そ れを じっと眺 めている よ うな気持を味わ う
のであ る。 そ して彼が これか ら登場 しようとしてい る世界 とは,た だ冷酷 な
悲哀 と暗黒の場所 の よ うに思 えて くる。Schopenhauerの厭世論に彼の心は
惹 きつけ られ て行 く。
モーム自身 講義に出席 して感 じたKunoFischerの印象 はTheSumming
UP・Chap・63によれば次の通 りであ る。
Iwasin七roducedtophilosophybyKunoFischerwhoselecturesI
attendedwhenIwasatHeidelberg.Hehadagreatreputationthereand
hewasgivingthatwinteracourseoflec七uresonSchopenhauer.They
werecrowdedandonehadtoqueueupearlyinordertoge七agoodseat.
且ewasadapper,short,s七 〇utishman,neatinhisdress,wi七habullet
head,whitehairenbrosseandaredface.Hislittleeyeswerequickand
shining.Hehadafunny,flattenedsnubnosethatlookedasifi七had
beenbashedin,andyouwouldhavebeenmuchmorelikelytotakehjm
foranoldprize-figh七erthanaphilosopher.Hewasahumourist;hehad
indeedwrittenabookonwitwhichIreada七tha七time,butwhichIhave
completelyforgotten,andeverynowand七henagreatguffawbrokefrom
hisaudienceofstudentsashemadeajoke・Hisvoicewaspowerful
andhewasavivid,impressiveandexcitingspeaker.Iwastooyoung
andtooignoranttounderstandmuchofwhat .hesaid,butIgotavery'
clearimpressionofSchopenhauer'soddandoriginalpersonalityandacon-
fusedfeelingofthedramaticvalueandtheromanticquali七yofhissystem.
Ihesitatetomakeanystatementforsomanyyears,butIhaveanotion
thatKunoFischertreateditasaworkofartratherthanasaserions
contributiontometaphysics・(6)
㌧
(6)TheSummingU),Chap.63,pp.232-233.
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伯母か らの手紙 もあ って,Heidelbergを発つ ことにな った。 去 るにあっ
て も,た だ未来 の ことのみに頭 がい っぱ いで,別 に何 の感傷 もなか った。
(3)MissWilkinsonとの 出 会 い
Cordellによ る とMissWilkinsonは叔 父 の 友 人 の ア ル ザ ス 生 れ の 女 性 で,
フ ラ ン ス で 家 庭 教 師 を 仕 事 と して お り,1度 か2度 休 暇 を 利 用 してWhit一
く　ラ
stableの牧 師館 の客 とな った ことがあ った とな ってい る。
HeidelbergからBlackstableに戻 ってみ ると,彼 を迎えたのは,風 采 の
あが らぬ貧相 な伯父 と心か ら彼の帰館を喜 んで くれてい る伯母 の二人で あ っ
た。 そ して伯 父が最後に仕えた牧師の娘 のMissWilkinsonが来ていて 「放
蕩息子 のお帰 りね。私 も,放 蕩 息子 のボタ ンホ ールに,バ ラの花 を持 って来
てあげた の よ。」 とPhilipの上衣 に とめ て くれた。聖職者 の娘 と して似 て も
似つか ぬ厚化粧を してい る30歳 をかな り出てい る女性で あった。Philipは
この女性を徹底 的に嫌 いぬ く決心 をす るのであ る。彼女 はパ リで肖像画家 の
家で家庭教師を していた とかで,そ の家庭に出入 りす る人 間の中には,コ メ
デ ー ・フ ランセe-一・ズの役者 がいた り,AlphonseDaudetが訪れ て来 て彼女
にSaphoを一冊 くれた とか,Maupassantまで とび出 して きてPhilipは圧
倒 されて しま う。 彼女 はさかんにPhilipにフラソス行 きを促す。
伯 父のMr.CareyとPhiljpの間 に,将 来につい議論 が と りかわ され る。
伯母 に とって,紳 士 の職業 は 陸軍,海 軍,法 律,聖 職,医 者 の 五 つで あ っ
た。色 々検討の結果,ロ ン ドンの特許会計士 の組合に徒 弟見習 の就職 口が あ
り,契 約 の5年 間に,半 分は俸給 の形で返 って くるとい うことで,ロ ソ ドン
のHerbertCarterの所 に見習 に入 いる運び となる。Philipは20歳にな っ
ていた。
は じめは何 と して も恋愛 の対象 とは考え られなか ったMissWilkinsonと
(7)RichardA.Cordell:op.cit。,p.93.
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の恋の冒険への誘惑がやがて しのび よって くる。庭 の散歩に さそ うのだが,
接吻の一つで きない。翌 日,前 の 日の失敗を何 とか して成功に もって行 こ う
と,再 び散歩に さそ って,望 を実現す る。実 行 して見 ると簡単 な ことだ,こ
んな ことな らもっと早 くしておけば よか ったな どと思 う。か りそめ のアバ ン
チ ュールが,甘 美な恋愛感情 に移行 して行 く。
頭痛 のため と言 って夜 の礼拝に出席 しなか ったMissWilkinsonとPhilip
の二人だけが 牧師館に残 る機 会が訪れ る。MissWilkinsonの見舞に部屋 を
訪れ ようか訪れ まいか と逡巡 の挙句,思 い切 って部屋に入 って行 く。部屋 の
中に,下 着姿 の ままの彼女を見出 して,い ささか興 ざめのPhilipであ った
が,後 手に扉 を しめて,掛 金を下 して しま う。 これ より後のMissWilkinson
は"Embrasse-moi"とか"Ah,グθt'aime"とフランス語 を使 いなが ら,実
に積極的に迫 って くる。Philipは何だか フランス小説の中にい るよ うな錯
覚 を持つ。 彼女 は 「ねえ,Philip,後生だか ら,私 を捨 てないでね。 私に と
ってあなたが どんな大切 な人だか,あ なたにはわか っていないの よ。本当に
不幸 なの。 それをあなただけが,幸 福 に して下 さったの よ。」 と切 々と語 り
かけ る。 そ の言葉にPhilipも「本当に僕悪 か った と思 います。ねえ,い い
で しょう。僕はあなた が好 きで好 きでた ま らないんです。ぜ ひ ロン ドンに来
て下 さい ます ね。」 とMissWilkjnsonの熱 っぽさに 動か され て 言 って しま
う。
い よい よ 彼女 の出発 の 日が訪れた。 実用的な旅行服 を身 にま とったMiss
wilkinsonは,まさに有能な家庭教 師の姿に戻 っていた。 そ してPhilipの
心の中には,あ あ,こ の女性か ら解放 された,そ して再び差 し向いになる機
会 はない とい う安堵感が流れ て くる。 駅での見送 か ら戻 るとPhilipのもと
にHaywardか らの手紙が届いてい る。 「君 の散文は,君 の感情 の誠実 さが
反映 している。 まるで音楽 だ。 あの魔法 の園 の花の中を,君 と彼女が手を取
り合 って,ま るでDaphnisとChloeその ままに,さ まよい歩 いてい る時,
僕 は人知れず そ こに居たか った。君の初恋が純粋 の詩であ った ことは よか っ
た。 あの幾瞬間かを,ど うか忘れ ないでいて くれた まえ ……」 な どとい う,
OfHuman.Bondage試論(脇 田) (71)
彼 と彼女 の関係を美化 した 文面を見 て,Philipは「何 と下 らない 世迷 い言
だ」 とは き捨 てる よ うに言 って,現 想 と現実 との相違 に思いをはせ,苦 痛 に
も似た悲 しみを覚え るのであ った。
これか ら訪 れ るPhilipの女性遍歴 の 最 初 の 女 性 として 現 われたMiss
Wilkinsonとの束の間の恋情 は,モ ームの現実の体験 を語 った ものであ るか
否かは さだかで はない。 しか し青春時代 の男性に 起 り勝ちな,性 の衝 動で
もあ り,そ してそれが 年上 の女性 への 憧憬 の形を とる ことも 稀ではない。.
ま してPhilipの場合,10歳 を 出ず して 母 の愛情 との 別離 を余儀 な くされ
た立場 を考 える と 一種 の母性思慕 の形 を とった 恋で あ るとも 言 える。Miss
Wilkinsonとの 恋が よ しんば 線香花火 の よ うな アバ ンチ ェールで あろ うと
も,そ の描写に十分な説得力 を持つ の も,人 間の潜在 的な心理 への共感が あ
るか らで あろ う。 また人間形成 への一段階 と して通 りぬけねば な らぬ運命 の
関門みた いな ものとも言え よ う。 この小説全体がそ うであ るよ うに,修 飾語
句の少ない坦 々た る筆致 で綴 られて くると切 々た る現実感 がわ き出て くるの
だが,こ れが代表作の名に恥 じない力強 さを持つ所 以ではないであろ うか。
(4)経理会計士見習
モームは1892年HeidelbergからBlackstableに帰 って きた時,将 来 何
を選 ぶべ きか きまってい なか った。特許会計士 とな るた めの短 い修業 期間を
(8)
経験 したことは事実である。
OfHumanBonaageでは36章 か ら39章 の間に,ロ ン ドソに出て,見 習
修業 に入 って行 く経緯が述べ られて 行 く。 学校時代 のtail-coatにtall-hat
(silk-hat)のいでたちでStrand街を通 り,HerbertCar七er商会を訪れ る。
支 配人の紹介でWatsonと い う醸造商の伜で,商 売見習 の男に引きあわ さ
れ る。彼はなか なか のダソデ ィで,事 務所 の中の連中な ど歯牙 に もかけ ない
(8)RichardA.Cordell=op。oit.,p.93.
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横柄 な人間であ る。経理報告 の浄書 な どに 明け暮れ,夜 は読書に過 し,土 曜
日の午後 はNationalGalleryなどで時間をつぶす。 ここで も,Philipは都
会 の中の孤独をいや とい うほ ど知 らされ る。道行 く人 々を眺 めなが ら,そ れ
らの人 々が皆友達を持 ってい ることを本当に羨 しく思 うので ある。彼等の幸
福そ うな姿 にひ き くらべ,自 分 自身のみ じめさを思 いあわせ ると,時 には羨
望が憎悪 に変 ることもあ った。 この大都会の中で,一 人ぽ っちの孤独があ り
得 ようとは,考 えて も みた ことが なか った のであ る。Watsonにさそわれ
てmusic-hallなどに行 くが,快 々と して楽 しむ ことがで きない。ある時 は,
WestEndの上 流人種 の住宅街 をさ まよい,紳 士淑女 の出入 を見物 した り,
バル コニーに出てきた一対 の男女は恋人 同志だ ろ うと夢想す る。 そ して淋 し
さが こ うじると,そ のや るせな さのはけ 口と して,あ れほ ど解 放 され てホ ッ
と したMissWilkinsonを思 い出 して,手 紙を したため る。dearestにしよ
うかdarlingにしよ うか と迷い結局無難にdearで 書 き起 した りな ど してい
る。 生れ ては じめ てのlove-letterとい うべ きものであ った。やが てク リス
マスの訪れ とな る。 諸人 この喜 びの 日に うかれ てい るのに,彼 はハム と ミン
スパイニ片を買 いこんで 自分 の部屋で淋 しく読 書 してい る。面 白おか し く人
生 を楽 しんでい るWatsonを蛇蜴の如 く嫌 っているはずなのに,あ の男の
身 になってみたいな どと想像 した りす る。
ロン ドンの生活 には,ず いぶ ん色 々な素晴 しい期 待を持 っていたが,与 え
られた ものは,結 局皆無であ った。Haywardから手紙が来 て 「僕等 は人生
を一つの 冒険 と 考えなければ な らぬ。 凝縮 された,宝 石の よ うな 焔を も っ
て,燃 焼 しなければ な らぬ」な ど と述べ てあ る。そ して次の遍歴 の場所 と し
て,パ リが ク ローズア ップされて くる。そ こで はきっ と自分 の青春 の燃焼 が
実現 され るに違 いない と思い込 む。
「僕 は も うあなた方の誰 とも,二 度 と決 してお 目にかか るまい と,心 の底
か ら 思 っているのです」 と 事務所 で 別離の言葉 をはきす てて ロン ドンを去
り,Blackstableに戻 って行 く。 伯父にパ リ行 を申 し出るが頑 として ききい
れ よ うと しない。金が出せ ないな ら,自 分の服 や本,そ れに亡父 の宝石を売
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ってで も行き ます と決断のほ どを示す。 この時で もPhilipに好意的 な伯母
は,へ そ くりの5ポ ン ド紙幣11枚 と ソヴエ リン金貨 とで100ポン ドほ どの
金を くれ る。Philipは彼女の織 だ らけの 頬に思わず接吻す るのであ る。 か
くしてPhilipは次 の遍歴地 パ リに向け,伯 母 一人の見送 りの うちに旅 立 っ
て行 く。
「
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